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用紙１

環境に配慮した住まい　応募用紙

＜設計者＞
●連絡先

・会社名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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・氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・住　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・fax番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・E‐メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜施　主＞
●連絡先

・氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・住　所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・fax番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・E‐メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

用紙２

＜応募作品の建築概要＞

●タイトル（建物名称）：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●所在地：（○○県○○市○○町まで記入してください。HPには県・市まで掲載します）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●種別：　□戸建住宅　　□その他（　　　　　　　　　　　　　）
●面積

・敷地面積：　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

・建築面積：　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

・延床面積：　　　　　　　　　　　　　　　　　㎡

●階数：　地上　　　　　階、　地下　　　　　階　　　　　　　　　　　　　　　　

●構造：　□木造　　　□RC造（鉄筋コンクリート造）　　　□鉄骨造　

□その他（混構造など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●設計者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●施工者：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
●家族構成：（例：夫婦、子供2人、両親）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●次世代省エネ基準地域区分：（お分かりでしたら○をしてください。）
□Ⅰ地域　　　□Ⅱ地域　　　□Ⅲ地域　

□Ⅳ地域　　　□Ⅴ地域　　　□Ⅵ地域

用紙３

●採用した「環境に配慮した工夫や技術」

採用した「環境に配慮した工夫や技術」について、下表の取り組み項目に応じて、３段階で自己評価をお願いします。例を参考にしてください。なお、下表に該当するものがない場合は、18、その他に具体的な取り組み内容を記入してください。

△　：　少しでも取り組んでいる

○　：　△と◎の中間程度で取り組んでいる

◎　：　その住宅の主要なテーマとして積極的に取り組んでいる

特に取り組んでいない場合は、空欄でお願いします。

	自己評価
	取り組み項目
	例
	

	○
	１．自然エネルギーを活かす工夫
	庇や軒により太陽熱・光を調節する工夫、開口部の工夫により風の道をつくる工夫　など
	エネルギー

	
	２．緑を活かして室内を快適にする工夫
	落葉樹などの活用、屋根緑化、壁面緑化　など
	

	
	３．効率の良い省エネルギー型設備機器の活用
	蛍光灯の活用、省エネ型空調機・給湯器の活用　など
	

	
	４．太陽エネルギーを積極的に活用する工夫
	太陽光発電システム、太陽熱利用給湯器の設置　など
	

	
	５．暖かさを逃がさない・暑さを入れない工夫
	高気密化、高断熱化、断熱サッシの活用　など
	

	
	６．エネルギーを大事にして家を建てる工夫
	効率的な施工、省エネ型施工機械の活用　など
	

	
	７．大切に長く住むための工夫
	太い柱による構造、壁体内通気構法、可動間仕切りの設置　など
	資源

廃棄物

	
	８．環境に配慮した建材等の活用
	リサイクル建材、リサイクルが可能な建材、製造時のエネルギーが少ない建材　など
	

	
	９．自然素材の活用
	無垢材、土壁、和紙、畳、珪藻土　など
	

	
	10．シックハウス対策製品の活用
	F☆☆☆☆建材、厚生労働省が室内濃度指針値を定めた物質の使用を避けた建材、自然素材を原料とした塗料　など
	安全

快適性

	
	11．室内の空気を清浄に保つ工夫
	機械換気システム、換気のための開口部の工夫　など
	

	
	12．誰もが安全で暮らしやすい工夫
	手摺の設置・段差の解消などのバリアフリーの工夫、ユニバーサルデザイン　など
	

	
	13．生活ごみを減らす工夫
	ごみの分別スペース、生ゴミ処理機の設置など
	生活資源

生活廃棄物

	
	14．水の使用量を減らす工夫
	節水型便器、節水コマの採用、雨水貯留タンクの設置、排水再利用システムの設置　など
	

	
	15．心地よい庭をつくる工夫
	積極的な緑化の工夫、舗装面を少なくする、透水性舗装　など
	周辺環境

	
	16．みんなに自慢できる素敵なまちにする工夫
	周辺のまちなみに配慮した外構・緑化、まちなみに配慮した素材の選択　など
	

	
	17．生き物や植物にとっても心地よいまちにする工夫
	生き物の営巣空間づくり、水辺、ビオトープ　など
	

	
	18．その他の取り組み
	具体的な取り組み内容を簡単に記入してください
	


用紙４
●前ページで記入した「環境に配慮した工夫や技術」に関して、具体的に配慮した点を記述してください。その他、工夫した点があれば自由に記述してください。（自由記述500字程度）

○心地よい風を取り入れる。

豊な緑を抜けてくる涼風を室内に取り入れる工夫をしています。夏の卓越風向である南風を受けるような配置とし、また室内の温風を抜く越屋根を設置しています。

○自然素材を活かす。

無垢材や和紙（土佐和紙）などの自然素材を活かして心地よい空間をつくっています。柱や梁を現しにする構法で木の呼吸を妨げません。

○緑を楽しむ。

屋根を緑化し、お花畑として四季折々を楽しんでいます。


●計画時にその場所の地域性を活かした点、配慮した点（気候や地形、まちなみ・景観など）

（自由記述500字程度）

○豊かな緑を大切にする。

屋敷林であるケヤキやシラカシを保全しています。また、古くからの緑を敷地内の塀で囲い込まないで、塀をとりさり、緑をまちなみと一体化するように計画しました。

●住んでみて、特に良かったと思う点、得したと感じる点（自由記述500字程度）

※お住まいになっている施主様にご記入をお願いします。

・居間に面した木のテラスは外の風や光を感じられる格好のスペースになっています。庭と一体となった生活を楽しんでいます。

・夏は越屋根を通して風が室内をながれ、あまりクーラーに頼りすぎない生活をおくっています。

・太陽光発電システムを設置したことで、年間○○円程度の電気料金を節約しています。



用紙５

●写真：外観１枚以上、内観１枚以上。

応募内容の技術や取り組みを表現する写真を付けて下さい。

なお、E－メールで送付の際は写真データを添付ファイルにて送付してください。

郵送等で写真をお送り頂く場合は、使用後ご返却致します。返却の有無をお知らせ下さい。


母屋の屋根には太陽光発電システム、平屋の屋根は屋上緑化しています。



梁は現しで表現しています。


送付先：㈱岩村アトリエ　牧内宛

E-mail：webmaster@iwamura-at.com
郵　送：〒153-0051東京都目黒区上目黒3-31-5　㈱岩村アトリエ　牧内恵里子　宛

電話　03-3791-5420　　fax　03-3791-7699

記入例及び解説





ご担当者のお名前をご記入下さい。





プライバシーに関わる部分ですのでHPには掲載されません。





建物の名称をご記入下さい。


ホームページに掲載される名称になります。





建物の所在地をご記入下さい。





今回は戸建住宅を対象と考えておりますが、長屋や連棟形式の場合は、「その他」にご記入下さい。





長屋や連棟形式などの場合は、全体の敷地面積をご記入下さい。延床面積については、住戸部分の合計面積を記入して下さい。





複数棟に分かれる場合は、棟数及び○階～○階と記入してください。





共同設計者がいる場合は連名としてください。





該当するものを○で囲ってください。





あくまでも例示です、取り組み内容はこれに限りません。





自己評価で記載してください。





取り組み項目がないものについては、その他とし、取り組み内容を簡単に記入してください。





自由に記入してください。記入内容はそのまま、ホームページに掲載させていただきます。


簡単な記入例です。参考にしてください。





自由に記入してください。記入内容はそのまま、ホームページに掲載させていただきます。


簡単な記入例です。参考にしてください。





自由に記入してください。記入内容はそのまま、ホームページに掲載させていただきます。


簡単な記入例です。参考にしてください。





応募内容の技術や工夫を表現する写真をつけてください。加えて写真を説明するキャプションをいれて下さい。














